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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　1. Four-year old Satsuma orange trees were grown under the sand culture in ･the green
liouse. The effect of interruption of nutrient application at different time　in the growing
season on the growth･yield, and quality of fruit, and leaf composition　was investigated.
Application of nutrient solution was interrupted at the beginning of every month from June
to October.
　2. The longer the nutrient solution was　applied, the better　the elongation of summer
･shoots was.　In the plot which had the nutrient　application stopped at June 1, elongation
of summer shoots　was　restricted, more over it's many　leaves　were yellowish at harvest
time.
　3. Growth of fruits was slightly good　in the plots which had the nutrient application
stopped early. Growth rate of fruits　between September and October was higher in the
plots which had the nutrient application continued to 】ate season than in the others.
　4. Nutrient solution applied tilllate time increased peel thickness and citric acid in the
fruit juice, produced poorly colored fruits. The ratio of soluble solids to acid was decreased.
　5. As the period of nutrient application　was lengthened, the content　of Ｎ and Ｋ in
leaves increased, however the reverse tendency was found in the content of Ｃａヽand Mg in
the same leaves. The content of chlorophyll and　sugar　increased　with lengthenning　the
period of nutrient application.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．緒　　　言
　温州ミカンの施肥時刻は樹勢，土墳の深浅，土埃の理化学的性質，気象条件あるいは肥料の種類
などによって異る。温州ミカンの養分吸収ｍは６月から10月ごろまでの生育期に多い(1･8゛。この生
育期の中でどの時期までの施肥が果実の収量を多くし，品質を高め，さらに樹勢を維持することか
出来るかを知ることは合理的施肥法の一つの資料となると考えられる。そこで本実験は砂耕法によ
って温州ミカンを栽培し，全肥料成分の施用を時期別に停止して，樹休の生育と果実の収量ならび
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に品質に及ぼす影響を検討した。　　　　　　　　　　ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ．材料および方法
　1965年10月に川砂を入れた1/20007－ルワグネルポットに３年生の温州ミカン(宮川早生)を
植え，無加温ガラス室で育成した。 1966年４月から第１次生長がほぽ停止した５月下旬まで，１～
２日おきに標準培養液を与えた。その後培養汲の施用を停止する時期を６月１日，７月１日，８月
１日，･９月｜日および10月1 1EIの５区に分け，停止後は続いて水道水を施用した。培養液と水道水
は１回に１ポットあたり約卜とを与,えた。培養液の組成はN 200 ppm, Ｐ ８０ppm, K ８０ppm, Ca
　　　　Ｊ　●　　　　　　　　J－｢　　　　　　　　　J●　a　　　　・lOOppm, Mg 20 ppm および適量の微量要素を加えたもので(3)，施用のつど，新しく作成した。
各区の反覆は４回にした。若果部位がかたよらないように，25～30葉に１果の割合で６月１日に摘
果した。　１樹について頂果と春枝についてえき果および夏枝のえき果を一つずつ選び，枇径，縦径
を毎月１回測定した。 10月６日に月齢と着生部位のそろった葉を採取し, N, P,K, Ca, Mg含量，
葉緑素および糖含量を調べた。 10月７日に全果実を採取し，果実数，果実重量，果皮の厚さ，着色
の度合，果汁の酸および可溶性固形物含量を調べた。着色度はあらかじめ定めた標専果色によって
分類し，それぞれの標準果色の果皮について葉緑素含蛍を訓べた。分析方法は次のとおりである。
　Ｎ : Semi micro Ｋｊｅ】dahl法，Ｐ: Molybdenum blue 法，Ｋ : Flame photometer 法, Ca,
　Mg : Chelate 滴定法，糖:Somogy法，･果汁の酸：アルカリ滴定，果汁の可溶性固形物：屈折
　計示度，葉緑素：アセトンで抽出し，エーテルに置換Iして比色。
ダ　。　　　　　　　　へ　　　　Ⅲ。実　験　結　果　　　　　　　　　卜一一
　無加温ガラス室の午前９時の気温は101EIごとの平均で戸外に比べると，I最高4°Ｃ，最低2°Ｃ，実
験期間の平･均で2°Ｃ高かった。　　　　　　　　　　　　　１
　１．樹林の生育
　時期別に培養液の施用を停止した場合の樹勢の差はあきらがで，６月１日区は果実を採収した峙
には葉色がうすく，さらに黄変しているのもあった。夏芽の伸長ぶこついては第４図に示ずよう
に，培養液の施用期間が長くなるにしたがって増加する傾向があり，10月１日区め'１樹当りの総伸
長量は153 cmで，６月ロヨ区の25 cm に対して約６倍であった。
　2.果実の肥大
　果実の肥大は処理区によっていくらか差異かおり，７月１日区は全調査期間を｡とおして最も大き
　かっだ。６月｜日区，８月１日区および９月卜日区の横径の肥大にはあまり差異がなかったが。
　　　　　　　　　　第１表果実の肥大量と肥大串＊の時期別変化
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６月日ﾖ区は9～10月の縦径の増加が
少なくてやや偏平であった。
　10月１日区の果実の肥大は他の４区
に比べて悪かった。また着生部位別に
は,｡各区とも頂果が最も大きくなり，
次いで巻枝のえき果の順となり夏枝の
えき果が最も小さかった。各処理区に
おける時期別の横径，縦径の肥大量と
肥大牢は第１表のとおりである。枇径
の肥大半は各区とも６～７月が最高で
38～39％を示した。その後は培錐液の
施用期開か長いほど9～10月の肥大率
が高くなる傾向にあった。縦径につい
ても同じようなことが見られるが，６
～７月の肥大率は横径の場合よりも高
く，44～50％に達した。第２表に時期
別の果形指数を示した。各区とも生育
が迎むにしたがってその値が増加する
が，６月１日区は，各時期とも最も値
が高く，次いで７月１日が高かった。
　第２表果形指数＊の時期別変化
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　3.果実の収量と品質
　果実の可溶性固形物合量には，処理
開の差異はあまり見られなかった。酸
合届:は７月１日区が最も低かったか，
培養処理期開か長くなるほど高くなる
ようであった。甘味比は７月１日区が
最高で，それ以後の培養液施用区では
施用期間の長いほど甘味比は低くなっ
た。果皮の厚さは６月１日区が最も薄
く, 1.4mmで10月１日区は1. 7mmとな
り，培養液の施用期間か長くなるほど
厚くなった。着色度は６月丿ﾖ区が最
も良好で７月１日区がこれに次いだ。
　4.葉内養分合量
　ＮおよびＫ合量は６月りﾖ区が最も
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第1･図　頂果の横径の季節的変化
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第２図　春枝についたえき果の横径の季節的変化
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第３図　夏枝についたえき果の横径の季節的変化
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第４図　樹休の生育と果実収量ならびに１果平均重量に及ぼす影響
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第３表果実の収量と品質に及ぼす影響＊
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　第５図果皮の若色に及ぼす影響
低く，培養政の施刑期閃か長くなるに
したがって高くなり逆にＣａおよびMg
含量は培養液の施用期間が長くなるに
つれて低くなる傾向にある。Ｐ含量は
処理間に一定の傾向が見られなかっ
た。葉内糖合量のうち，還元糖は９月
１日区までは培養政を長く施用するほ
ど高くなった。一方，非還元糖は６月
１日区，７月１剛私　８月りﾖ区と順
次増加したが，９月１日区で最低の音
量になり，10月１日区でまた高くなっ
た。葉緑素は培養政の施用期間が長く
なるにつれてその量が多くなった。各
区とも葉緑素ａが葉緑索ｂよりも多
く，６月１日区では約3.3倍，７月１日
区は2.9倍，８月１日区，10月11ﾖ区は
2.8倍，９月りﾖ区は2.7倍となった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IV.考　　　察
　1.樹林の生育と果実の肥大
　全処理区の樹が夏芽を出したが，果実を25～30葉に１果の割合に制限したことに原因するものと
考えられる。夏枝の伸長量は培養政の施用期間が長いほど増加する傾向にある。６月１日区が25
cm, 7月１日区が79 cmのようにあまり夏枝が伸びていないか，夏枝と果実を同時に生育させる
ためには体内の貯蔵養分だけでは不じゅうぶんであったと考えられる。一方，採収時の１果平均重
量は夏枝の伸長量とは逆に培養液の施用期間が短かいほど大きくなる傾向にあった。‘６月１日区，
７月１日区はごくわずかの夏芽を出すほどの樹勢しかないかわり,に，貯蔵養分あるいは培養液の施
用を停止した以後に生産された同化養分はもっぱら果実に利用されたのに対して，夏芽の多く伸び
た区では果実の肥大と樹休の生育の両方に養分か使われたために採収時の果実がそれほど大きくは
ならなかったものと考えられる。時期別の果実の肥大半は10月１日区が頂果，えき果を問わず9～･
10月の肥大率が他区に比べて，高く，６月１日区では最低であった。このことから肥料をあまりお
そぐまできかすと肥料を早くから切った区よりも果実の生育は長く続くようである。
　2.果実の品質
　培養肢の施用期間が長くなるほど葉の中のＮおよびＫ含量は高くなってい｡るよ培養液をおそくま
で与,えた区の酸含量がやや高いのは窒素およびカリの吸収か多いためであろう。果汁の可溶性固形
物含量は処理開にあまり差異が認められない。したがって，徒長枝の発達による同化養分の蓄砧は。
果実に大きな効果を示さないようである。果皮の厚さは窒素を多く施用することで増加するといわ
れており(2'，施用期間の長い区の果皮が厚くなったのは，やはり，窒素が多量に吸収されたためと
考えられる。
　果皮の着色度合は施肥期間の短い区が良好で窒素の吸収と関係が深いようである。大きさ，甘味
比，果皮の厚さ，着色度を総合した果実の商品性の観点からすれば，６月１日区と７月１日区が７
月以降の区よりすぐれているといえる。一方，果実収秘後の各鉢を戸外に移し，水道水のみの施雁
で冬を越させて春の芽立ちと着果量を調べた結果では全休に冬季の落葉が激しいなかで，６月１日
区の樹勢は著しく衰え，春枝の伸長量や開花数，着果数がかなり少なかった。
　実際栽培にあたっては，果実品質の向上をはか｡るとともに，春の芽立ちを良くして果実収量の暦
加を期待する。果実収秘後の施肥ですみやかに樹勢を回復するとすれば，生育期間中の中期にはこ
え切れの状態におくことがより高い商品性のある果実の生産に役立つものと考えられる。
　　　　　　　　　第4表　翌年の春枝の伸長量と葉数ならびに着果数に及ぼす影響＊
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　3.葉内養分含ｍ
　培養液の施用期開か長くなるにしたがって，葉内ＮおよびＫ含丘kは高くなったが，ＣａとＭｇ含･
量は逆に低くなった。このことは培養液のカリによって，または選択的に吸収されたＫ含ｍによっ
てＣａとＭｇの吸収が抑えられ，さらには果実の肥大と夏枝の仲長のために希釈作用を受けた結果こ
と考えられる。一般に果実の肥大に伴って，葉内Ｋ音量は減少し，逆にＣａ含量は増加する場合が･
多い(6,7)。またリン酸の施肥によってもＫ含量が低くなることもある印。６月１日区の葉は外見上
　48　　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第16巻　　自然科学　Ｈ　第５号　 ＿_＿_______
養分不足の状態であり，７月りﾖ区もやや葉色がうすかった。６月１則Ｘの夏枝の生育が悪いのは
雀素（ときにはカリ）の不足のためであろう。ただしカリの施肥は樹林の生育に大きな影響を示さ
ない田。培養政の施用期間が長くなるにつれて，葉内仙台量は増加する傾向にあったが，これは培
養液を早くから切った区では，こえ切れのため葉の機能が嚢えて炭酸同化作用が弱くなる一方，葉
内炭水化物が果実に移行した結果と考えられる。葉の機能の褒えは葉緑素台量にも見られる。
　　　　　第９図　満開花川における実験樹の生育状態
(左から　10月3 0, 9月1 El, 8月１日･，乙月１日, 6J=J 1 0)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ．摘　　　要
　１．４年生の温州ミカン（宮川早生）を無加温ガラス室の中で砂耕し，６月から10月まで各月の
初めに培養液の施用を停止する５区を設け，温州ミカンの生育，果実の収量，品質ならびに葉内養
分含量に及ぼす影糾を検討した。
　2.樹休の生育は培養液の施肝川開か長いほど夏芽の伸長量が大であった。　６月１日から培養液
･の施用を停止した区では夏芽の伸長が少なく，収穫時には葉が黄変しているものが多かった。
　3.果実の肥大は早くから培養液の施用を停止した区が多少良好であった。培養液をおそくまで
与えた区の9～10月における果実の肥大率は培養液を早くから停止した区のそれに比べて高くな
り，また，果実の肥大はおそくまで続いて腰高の傾向が見られた。
　4.培養液をおそくまで与えた区は果皮が厚く，若色が不良であった。また，果汁の酸含量が高
くなり，甘味比が低くなった。
　5.　培養液の施用期間が長くなるほど，葉内ＮおよびＫ合量は高くなったが，逆にＣａとＭｇ含
公は低くなる傾向にあった。葉緑素と糖の葉内含匂は培養液の施用が長くなるほど高くなった。
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